
























































































































２００４・２００５＊ ２０７ １７８ ２９ １３ ８４ ２８ ３２ ７１ １２ ６５４
２０１４・２０１５ １５３ １２０ ３６ ０ ４３ ４ ２０ １ ９ ３８６
表２ 調査対象者の属性（２）－男女・教授対象－
調査年度 男女 教授対象男 女 初等 中等 高等 一般
２００４・２００５＊ １４７（２２．５％）５０７（７７．５％） ２９（４．４％）２９０（４４．３％）２５５（３９．０％） ８０（１２．２％）





































２００４・２００５年度 ２０１４・２０１５年度 ２００４・２００５年度 ２０１４・２０１５年度
（久保田２００７） （久保田２００７）
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
全体 ３．６８ ０．４５ ３．６２ ０．４５ ４．１６ ０．３５ ４．２２ ０．３５
南アジア ３．９７ ０．４５ ３．８８ ０．３８ ４．０３ ０．３３ ４．３０ ０．３６
中近東・アフリカ ３．９３ ０．３１ ４．０３ ０．４６ ４．１７ ０．３４ ４．３９ ０．４４
東欧・ロシア ３．９１ ０．３５ ３．７１ ０．４４ ４．１２ ０．３７ ４．１６ ０．３６
東南アジア ３．８３ ０．４２ ３．７８ ０．３９ ４．１５ ０．３４ ４．３３ ０．３４
東アジア ３．８０ ０．３８ ３．３９ ０．４４ ４．０８ ０．３２ ４．１０ ０．３４
中南米 ３．５０ ０．４９ ３．６１ ０．４７ ４．２２ ０．４４ ４．４４ ０．４０
西欧＊ ３．５３ ０．３４ － － ４．２０ ０．３２ － －
大洋州＊ ３．３３ ０．４３ ４．５７ － ４．３４ ０．３２ ４．９４ －




























































































正確さ志向 １ ．２６２＊＊ －０．０３１ ０．０１６ ．２３６＊＊
豊かさ志向 １ ．１４７＊＊ ．１４５＊＊ ０．０２０











正確さ志向 １ ．５０９＊＊ ．１５９＊＊ ．２３０＊＊ ０．０７３
豊かさ志向 １ ．１５９＊＊ ．２３４＊＊ ０．０９５



















































































調査年度 インドネシア タイ ロシア ベトナム 韓国 中国
２００４・２００５ ７３ ５３ ３５ ２６ ９０ １０３
２０１４・２０１５ ３２ ２５ １９ ２６ ７３ ７２








正確さ志向 ３．６８ ３．６３ １．７０７ ０．０８８












正確さ志向 ３．７１ ３．５５ ２．９９６ ０．００３ 正確さ志向 ３．６８ ３．６３ １．７０７ ０．０８８












正確さ志向 ３．４１ ３．２２ ３．３９３ ０．００１ 正確さ志向 ３．９３ ３．６５ ２．６１７ ０．０１４












正確さ志向 ３．９７ ３．７４ ２．５５３ ０．０１４ 正確さ志向 ３．６６ ３．７６ －１．０１７ ０．３１５
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１０．ペアワークをした ０．８０１ ０．０９５ －０．１０７
１１．ロールプレイをした ０．７５２ ０．１５２ －０．１３６
９．ビデオを見た ０．６２３ ０．２６５ ０．００８
８．テープやＣＤを聞いた ０．５４７ ０．２６１ ０．２０１
１４．歌やゲームをした ０．４４１ ０．１８７ －０．０５２
因子２ 作文・報告・ディベート型
６．日本語で作文をした ０．１７０ ０．６５４ ０．１１８
１２．調査や研究をして報告や発表をした ０．１５１ ０．５９６ －０．３３６
５．日本語の文を書いた ０．１８３ ０．５９３ ０．２０１
１３．日本語でディスカッションやディベートをした ０．２４８ ０．５５９ －０．３０４
７．教師の質問に日本語で答えた ０．２８１ ０．４０５ ０．０５７
因子３ 文法・暗記・訳読型
４．文法の練習をした ０．１１４ ０．３０７ ０．４３０
３．教科書の文や会話を暗記した ０．１１１ ０．０８３ ０．４０１
２．教科書を読んで訳した －０．１１７ －０．０３３ ０．３０９






因子 1 因子 2
第１因子：正確さ志向（α＝０．８５６１）
５１ 授業中、学習者の誤りはすぐ訂正しなければならない ０．７４５ －０．１４１
５０ 教師は授業で詳しい文法説明をする必要がある ０．７０３ －０．１１７
７ 教師は常に学習者が正しい発音で話すように注意しなければならない ０．６９３ －０．１６２
５ 外国語学習の中で一番大切なのは文法の学習だ ０．５６６ －０．２７１
６４ 学習者には正確さを要求しなければならない ０．５２９ ０．０１７
５４ 外国語学習ではたくさん書かせることが必要だ ０．５１１ －０．０３６
６ 授業ではできるだけ多くの知識を与えなければならない ０．４８０ －０．０４３
１３ 外国語学習で最も大事なのは「いい教材」である ０．４７７ ０．０７０
３８ 学習者の誤りは早い段階で正しく訂正しなければ誤りが残ってしまい、後
で訂正するのは難しい ０．４７２ ０．０６０
１５ 教科書に書いてあることを全て教える必要はない －０．４４４ ０．３６５
１７ 外国語はそのことばを母語とする人が教えるのが一番良い ０．４３９ －０．１２５
２８ 教科書や教材は外国語の授業に必要である ０．４３８ ０．２１８
２５ 宿題は必要だ ０．４２４ ０．０９９
１０ 試験は必要だ ０．４２０ ０．０５７
３９ 授業中学習者に目標言語（教えている言語）以外を使わせてはならない ０．４１２ ０．００９
５９ 学習者が自宅でも学習（予習、復習、宿題）するのはあたりまえである ０．４１１ ０．０３７
３２ 外国語教師は教える外国語の発音が正確でなくてはいけない ０．３９８ ０．１８５
３５ 外国語学習の中で一番大切なのは発音の学習だ ０．３９３ ０．０４２
６０ 外国語教師はその外国語が話される国に一年以上住んだことがなければならない ０．３９３ ０．０７２
６８ 外国語学習ではたくさん読ませることが必要だ ０．３６３ ０．１４７
１１ 外国語学習ではたくさん話をさせることが必要だ ０．３５５ ０．２４４
第２因子：豊かさ志向（α＝０．８１９６）
３４ 学習者の意欲を持続させることが言語習得を成功させることにつながる －０．１２８ ０．６７５
６３ 外国語を教えるときその外国語が話されている国の文化も教えることが必要だ －０．０３９ ０．６１５
６９ 外国語学習は自国の文化を振り返ることができる －０．２０７ ０．５７８
１８ 外国語教師はその外国語の話される国の文化について知識がなければならない －０．０５７ ０．５０７
２７ 外国語学習は教養を身につけさせるために役立つ －０．０５１ ０．５０６
３３ 外国語教師にはユーモアが必要である －０．０１６ ０．４９８
３７ 学習している外国語を話す人たちと練習する機会をつくらなければならない ０．１４０ ０．４８５
３６ 教師は学習内容に学習者が興味をもっている内容を取り入れなければならない －０．０１４ ０．４８０
７０ 日本語は教養として学ぶ価値がある －０．００８ ０．４７５
１９ 外国語学習は楽しくなくてはならない －０．１３４ ０．４６０
５３ 教師は常に現実に近い場面を設定して練習させなければならない ０．１２５ ０．４２１
２６ 教師は学習者を常に励まさなければならない ０．０９５ ０．４１２
４３ 絵やイラストの多い教材が良い －０．０５９ ０．４１１
４１ 教師は学習者が達成感をもったかどうかを常に確認しなければならない ０．２１０ ０．３９７
２２ 視聴覚機器（カセットテープ、CD、ビデオなど）を使用しなければならない ０．２４８ ０．３９３
９ 学習者同士の練習（ペアワーク、グループワーク、ロールプレイなど）は
必要である ０．０５６ ０．３８５
１２ 外国語学習は将来の仕事に役立つ ０．０８８ ０．３６６
４４ 教師は自分でも教材をつくらなければならない －０．０５８ ０．３６１
数値太字は因子パタンが０．３５以上あるいは－０．３５以下のもの
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